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『Oracle VM ユーティリティ・ガイド』は、アドオンとして、またはOracle VMインストールの一部として提供される、管理および診断のためのコマンドライン・ツールに関する参考資料です。このガイドで説明するコマンドライン・ツールは、管理者が特定のタスクを実行したり、簡単にトラブルシューティング情報を入手できるようにすることを目的としています。これらのツールで可能な操作は、通常、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースからは使用できません。ツールを使用するには、システムのroot権限が必要です。









1 対象読者







このドキュメントは、Oracle VM環境をインストール、構成および管理するシステム管理者を対象としています。製品に関する十分な理解と、一般的な仮想化、WebテクノロジおよびOracle Linuxオペレーティング・システムに関する知識があることを前提としています。











2 ドキュメントのアクセシビリティについて







Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。











3 関連ドキュメント







詳細は、Oracle VMリリース3ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。


	
『Oracle VMリリース・ノート』


	
『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』


	
『Oracle VMスタート・ガイド』


	
『Oracle VMユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle VM Paravirtual Driversインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』


	
『Oracle VMセキュリティ・ガイド』


	
『Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイド』






次のOracle仮想化のWebサイトでも、Oracle VMの最新情報を入手できます。

http://www.oracle.com/virtualization











4 コマンド構文







Oracle Linuxのコマンド構文は、固定幅フォントで表示されます。ドル記号($)、シャープ記号(#)、パーセント記号(%)はOracle Linuxのコマンド・プロンプトです。これらの記号をコマンドの一部として入力しないでください。このマニュアルでは、コマンド構文に次の表記規則を使用します。


	
表記規則

	
説明


	
バックスラッシュ \

	
バックスラッシュは、Oracle Linuxコマンドの行の継続を表す記号です。コマンド例が1行に入りきらない場合に使用します。コマンドは、表示どおりにバックスラッシュを付けて入力するか、またはバックスラッシュなしで1行に入力します。


dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \ 
count=10000


	
中カッコ { }

	
中カッコは、必須の入力項目を表します。


.DEFINE {macro1}


	
大カッコ [ ]

	
大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択することを表します。


cvtcrt termname [outfile]


	
省略記号 ...

	
省略記号は、類似の項目が任意の個数、存在することを表します。


CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN


	
イタリック体

	
イタリック体は、変数を表します。変数には値を代入します。


library_name


	
縦線 |

	
縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数の選択項目の区切りに使用します。


FILE filesize [K|M]


	
スラッシュ /

	
スラッシュは、特殊文字("、'、?、\、/、<、>)をエスケープするためにOracle VMコマンドライン・インタフェースでエスケープ文字として使用されます。


create Tag name=MyTag description="HR/'s VMs"
















5 表記規則







このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	
表記規則

	
意味


	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















第1章 Oracle VMユーティリティの概要
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Oracle VMユーティリティは、Oracle VM環境のOracle VM Serversおよび仮想マシン上で一連の基本的な管理タスクを実行できるコマンドライン・スクリプトのコレクションです。これらのユーティリティは、特定の操作を迅速および繰り返し実行する必要のある管理者に特に役立ちます。コマンドライン・スクリプトを使用することで、タスクをより速く簡単に実行できるようになります。


警告

Oracle VM ユーティリティのコマンドラインは、ユーザーの利便性を考慮して現状のまま提供されています。『Oracle VMユーザー・ガイド』およびhttp://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/ovm-hardpart-168217.pdfにあるホワイトペーパーOracle VM Server for x86でのハード・パーティショニングで説明されているハード・パーティショニングを実行するために必要な操作を除いて、Oracleはそれらをサポートしていません。













1.1 Oracle VMユーティリティのダウンロードとインストール








	1.1.1 Oracle VM ManagerでのOracle VMユーティリティのインストール
	1.1.2 Oracle LinuxでのOracle VMユーティリティのインストール
	1.1.3 Oracle VMユーティリティのディレクトリ構造




Oracle VMユーティリティは、Oracle VMのダウンロード・ページから.zipファイルでダウンロードできます。


http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/downloads/index.html


Oracle VMユーティリティは、Oracle VM Managerを実行しているシステムまたはOracle Linuxを実行しているサーバーやデスクトップ・システムに、直接インストールできます。この項では、これらのユーティリティのインストール方法および場所について説明します。また、インストール・ディレクトリ構造およびファイルの概要も説明します。





1.1.1 Oracle VM ManagerでのOracle VMユーティリティのインストール







Oracle VM Managerと同じサーバー上にOracle VMユーティリティをインストールする場合は、それらをOracle VM Managerアプリケーションのソフトウェア・ディレクトリに格納することをお薦めします。Oracle VMユーティリティには、.zipアーカイブがバンドルされています。インストールするには、アーカイブをダウンロードして、適切なディレクトリに展開するのみです。

次の例では、.zipファイルはすでにダウンロードされていることを前提にして、.zipファイルをインストール・ディレクトリにコピーし、そこで解凍する方法を示しています。


# cp ovm_utils_archive.zip /u01/app/oracle/ovm-manager-3/
# cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3
# unzip ovm_utils_archive.zip


この時点で、コマンドライン・スクリプトはすぐに使用できます。これらのスクリプトはJavaプログラムを実行し、ホスト・コンピュータにあるデフォルトのJava VMを使用することに注意してください。Oracle VM Managerホストで、必要なJava VMが、Oracle VM Managerアプリケーションの一部として/u01/app/oracle/javaにインストールされます。あらためて構成する必要はありません。







1.1.2 Oracle LinuxでのOracle VMユーティリティのインストール







Oracle VMユーティリティをOracle Linuxサーバーまたはデスクトップ・コンピュータ上にインストールする場合、それらを格納するインストール・ディレクトリはユーザーが決めることができます(例: /usr/local/bin)。Oracle VMユーティリティには、.zipアーカイブがバンドルされています。インストールするには、アーカイブをダウンロードし、コピーして適切なディレクトリに展開するだけです。


# cp ovm_utils_archive.zip /usr/local/bin/oracle/
# cd /usr/local/bin/oracle
# unzip ovm_utils_archive.zip



注意

Oracle VMユーティリティは、Open JDKまたはGNU Compiler for Java (GCJ)では機能しません。標準のJava VMバージョン1.6.xをインストールしたら、システム上で、JAVA_HOME環境変数でデフォルトのJava VMとして定義されているか、またはPATH変数に含まれていることを確認してください。



Oracle VMユーティリティのコマンドライン・スクリプトは、Javaプログラムを実行し、ホスト・コンピュータにあるデフォルトのJava VMを使用します。Java実行ファイルおよび有効なJavaバージョンの正確なパスを確認するには、次のコマンドを使用します。


# which java
/usr/java
# java -version
java version "1.6.0_26"
Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.6.0_26-b03)
Java(TM) Server VM (build 20.1-b02, mixed mode)


標準のJava VMバージョン1.6.xがシステムで利用できない場合は、ご使用のプラットフォームに適したバージョンをhttp://java.com/en/download/からダウンロードしてインストールします。適切なJava VMバージョンが使用されているか確認するには、JAVA_HOMEおよびPATH変数を次のように設定します。


	
Oracle Linuxシェルのプロファイルを編集します。


# vi /etc/profile
- OR -
# vi /etc/bashrc


	
プロファイルに、次の行を追加します。Javaのパスが/usr/javaと一致しない場合は、システム上の実際のパスと置き換えます。


JAVA_HOME=/usr/java
export JAVA_HOME
PATH=$PATH:$JAVA_HOME/bin
export PATH


	
ファイルを保存します。変更内容を有効にするには、ログアウトしてからログインし直します。


	
Javaのパスおよびバージョンを再度確認して、正しいJava VMが使用されていることを確認します。


# which java
/usr/java
# java -version
java version "1.6.0_26"
Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.6.0_26-b03)
Java(TM) Server VM (build 20.1-b02, mixed mode)






この時点で、コマンドライン・スクリプトはすぐに使用できます。







1.1.3 Oracle VMユーティリティのディレクトリ構造







Oracle VMユーティリティ・アーカイブを解凍すると、これらのユーティリティ・スクリプトが含まれる、ovm_utilsという名前のサブディレクトリが作成されます。


	
ovm_managercontrol


	
ovm_servercontrol


	
ovm_vmcontrol


	
ovm_vmdisks


	
ovm_vmmessage


	
ovm_poolcontrol


	
ovm_repocontrol






これらの各ユーティリティ・スクリプトには、man pageも含まれています。これらのヘルプ・ファイルは、.../ovm_utils/man/man8にあります。


# ls /u01/app/oracle/ovm-manager-3/ovm_utils/man/man8/
ovm_managercontrol.8  ovm_repocontrol.8    ovm_vmcontrol.8  ovm_vmmessage.8
ovm_poolcontrol.8     ovm_servercontrol.8  ovm_vmdisks.8


ヘルプを表示するには、たとえば、manコマンドを次のように使用します。


# man man/man8/ovm_servercontrol.8













1.2 Oracle VMユーティリティの概要







Oracle VMユーティリティは、Oracle VM環境で特定の基本操作を実行するために使用されるコマンドライン・スクリプトです。これらのユーティリティは、サーバー・ホスト名および管理ユーザー名とパスワードを使用して、Oracle VM Managerホスト・サーバーに接続します。認証後、コマンドラインからコマンドをOracle VM Managerに送信できます。

Oracle VMユーティリティは、次のとおりです。


	
ovm_servercontrol: 物理Oracle VM Server上で管理操作を実行するためのコマンドライン・スクリプト


	
ovm_vmcontrol: 仮想マシン上で管理操作を実行するためのコマンドライン・スクリプト


	
ovm_vmdisks: バックアップを簡単にするためにアタッチされた仮想およびraw物理ディスクを表示するコマンドライン・スクリプト


	
ovm_vmmessage: Oracle VM Guest Additionsがインストールされている実行中の仮想マシンとの間でキー/値のペアの形式を使用してメッセージを送受信するコマンドライン・スクリプト


	
ovm_poolcontrol: Oracle VM Serverのプール上で管理操作を実行するためのコマンドライン・スクリプト


	
ovm_repocontrol: 記憶域リポジトリに関する情報を取得して、それらのコンテンツを更新するためのコマンドライン・スクリプト






コマンドライン・パラメータおよびオプションについては、いくつかの例とともに、第2章「Oracle VMユーティリティの使用方法」に記載されています。


注意

Oracle VMユーティリティの一部の機能はバージョン3.1以上に制限されています。Oracle VMバージョン3.0で互換性のないスクリプトの実行を試行すると、その機能がサポートされていないことを示す警告メッセージが表示されます。













1.3 Oracle VM Guest Additionsの概要







Oracle VMユーティリティには、キー/値のペアを仮想マシンまたはゲストに送信したり、ゲストからそのようなメッセージを取得できるメッセージング・ツールが含まれています。ovm_vmmessageユーティリティを使用するには、ゲスト側にOracle VM Guest Additionsをインストールする必要があります。Oracle VM Guest Additionsの現行エディションには、メッセージ・チャネルおよびゲストIP情報が含まれています。Oracle VM Guest Additionsは、ゲスト・ソフトウェアおよび仮想レイヤーをダイレクトに統合できるため、複雑な複数のVMデプロイメントの編成および自動化に役立ちます。

Oracle VM Guest Additionsのインストール、構成および機能の簡単な説明は、第3章「Oracle VM Guest Additionsの使用方法」を参照してください。











第2章 Oracle VMユーティリティの使用方法
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この章では、Oracle VMユーティリティの使用方法の詳細を、コマンドラインの例を挙げながら説明します。


注意

Oracle VMユーティリティにより提供されるコマンドライン・ツールの多くは引き続き役立ちますが、Oracle VM 3.2.1では、それらで実行できる操作の多くは、Oracle VMコマンドライン・インタフェースで実行できます。Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用すると、Oracle VM Manager内のオブジェクトに対してより広範な制御を実行できます。Oracle VMコマンドライン・インタフェースは、オブジェクトについてより優れた情報を提供し、特定のオブジェクトの種類を対象にする場合はより柔軟に制御できるようになっています。詳細は、Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイドを参照してください。



Oracle VMユーティリティは、サーバー・ホスト名および管理ユーザー名とパスワードを使用して、Oracle VM Managerホスト・サーバーに接続します。Oracle VM Managerは、ポート54321(TCP、ローカル・アクセスのみ)または54322(セキュアなTCP)でリスニングします。すべてのユーティリティは、パラメータの共通セットを共有して、Oracle VM Managerインスタンスに接続します。各ユーティリティで使用する必要があるパラメータは次のとおりです。


	
-u <Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名>


	
-p <管理ユーザー名に対応するパスワード>


	
-h <Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名>
















2.1 Oracle VM Manager Controlの使用方法








	2.1.1 ovm_managercontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.1.2 ovm_managercontrolの使用例




ovm_managercontrolユーティリティは、Oracle VM Managerのレベルで動作します。これにより、管理者は、Oracle VM Managerが管理する全体的な環境の構成に適用できる基本的なコマンドを実行できます。





2.1.1 ovm_managercontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_managercontrolユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用して、tcps://host:54322でOracle VM Managerに接続


	
-k SSLに使用するキーストア・ファイルの名前


	
-P キーストア・ファイルを開くパスワード


	
-G GPGチェックの有効化


	
-K GPGキーのURL


	
-B YUMサーバー・リポジトリのベースURL


	
-n CPU互換性グループの名前


	
-s CPU互換性グループに追加する、またはCPU互換性グループから削除するOracle VM Serverの名前


	
-T 仮想マシン・コンソールのセッション・タイムアウト(秒)(-c getsessiontimeout/setsessiontimeoutと同時に使用)


	
-c コンソール・コマンド(必須)

[コマンド: yuminfo、setupyum、addkeystore、keystoreinfo、createcpugroup、removecpugroup、addservertocpugroup、removeserverfromcpugroup、listcpugroups、getsessiontimeout、setsessiontimeout]







注意

パラメータおよびオプションの一般的な組合せについては、次の項の例を参照してください。









2.1.2 ovm_managercontrolの使用例







ovm_managercontrolコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
SSL接続のキーストア・ファイルを設定して、キーストア設定を確認します。


# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c addkeystore -k mykeystore.ks 
    -P password
Oracle VM Manager Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : addkeystore
Adding keystore.
Restart of Oracle VM Manager is required for this setting to take effect. 
  (/etc/init.d/ovmm stop ; /etc/init.d/ovmm start)
Exit...

# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c keystoreinfo
Oracle VM Manager Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : keystoreinfo
Key Store information :
        Key Path     : '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/keystore/mykeystore.ks'
Exit...


	
Oracle VM Server更新用のYUMリポジトリを構成します。


# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c setupyum \\
-B http://yumserver.domain.com/repo -G -K http://secure.domain.com/key.gpg


この操作は、Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用しても実行できます。


	
CPU互換性グループを構成し、Oracle VM Serverを追加します。


# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c createcpugroup -n MyCPUgroup_Opteron
Oracle VM Manager Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : createcpugroup
   Creating CPU Compatibility Group 'MyCPUgroup_Opteron'.
Exit...

# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c addservertocpugroup -s 
    MyServer1 -n MyCPUgroup_Opteron
Oracle VM Manager Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : addservertocpugroup
   Adding Server to CPU Compatibility group.
Exit...


これらの操作は、Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用しても実行できます。


	
CPU互換性グループ構成(互換性グループおよびそのメンバー・サーバー)を表示します。


# ./ovm_managercontrol -u admin -p password -h localhost -c listcpugroups
Oracle VM Manager Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : listcpugroups
Group : MyCPUgroup_Opteron
   Server : MyServer1
   Server : MyServer2
   Server : MyServer3
   Server : MyServer6
   Server : MyServer7
   Server : MyServer8

Group : MyCPUgroup_Xeon
   Server : MyServer4
   Server : MyServer5
Exit...


この操作は、Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用しても実行できます。


	
RASプロキシに対するセッション・タイムアウト値を設定します。この値は、仮想マシンへのコンソール・アクセスを円滑に行うために使用されます。


#  ./ovm_managercontrol -u admin -p Welcome1 -h localhost -c setsessiontimeout -T 300
Oracle VM Manager
        Control utility 0.5.2.
Manager version :
        3.2.1.516
Connected.
Command :
        setsessiontimeout
Set RAS timeout to
        300 seconds.
Exit...


	
RASプロキシに対するセッション・タイムアウト値を取得します。この値は、仮想マシンへのコンソール・アクセスを円滑に行うために使用されます。


./ovm_managercontrol -u admin -p Welcome1 -h localhost -c getsessiontimeout
Oracle VM Manager
        Control utility 0.5.2.
Manager version :
        3.2.1.516
Connected.
Command :
        getsessiontimeout
RAS Engine Timeout =
        300
Exit...


















2.2 Oracle VM Server Controlの使用方法








	2.2.1 ovm_servercontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.2.2 ovm_servercontrolの使用例




ovm_servercontrolユーティリティは、物理Oracle VM Server上で動作します。これにより、管理者は、特定のOracle VM Server上で基本的なサーバー・コマンドを実行したり、そのステータスを問い合せたり、重要な情報を取得できます。

このツールで利用できるすべての操作は、Oracle VMコマンドライン・インタフェースを使用する方がよりよく処理できますが、レガシー・システムをサポートするために含まれています。





2.2.1 ovm_servercontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_servercontrolユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用して、tcps://host:54322でOracle VM Managerに接続


	
-s Oracle VM Server名


	
-I Oracle VM Server ID


	
-P 検出されるOracle VM Serverのエージェント・パスワード(-c discoverと同時に使用)


	
-r 記憶域リポジトリ名(NFSエクスポート用)


	
-i NFSエクスポートのID


	
-o NFSエクスポートのオプション


	
-C NFSエクスポートのクライアント・ホスト名


	
-A イベントの承認(-c eventsと同時に使用)

Oracle VM ServerのイベントおよびOracle VM Serverがホストする仮想マシンを承認するには、-A allを使用します。


	
-c コンソール・コマンド(必須)

[コマンド: start, stop, restart, kill, discover, mainton, maintoff, status, info, events, lock, upgrade, refresh, list, listnfsexports, createnfsexport, deletenfsexport]







注意

maintonおよびmaintoffコマンドは、Oracle VM Serverメンテナンス・モードを有効化または無効化します。

discoverコマンドは、まだOracle VM Managerで検出されていないOracle VM Server上の検出操作を実行します。

upgradeコマンドは、特定のOracle VM Server上でyumアップグレードを開始します。

listコマンドは、Oracle VM Serverのname引数を必要としません。システムに登録されているすべてのOracle VM Serverを表示します。









2.2.2 ovm_servercontrolの使用例







ovm_servercontrolコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
登録されているすべてのOracle VM Serverを表示します。


# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -c list
Oracle VM Server Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : list
Server : 'OVS_01'
     ID     : '00:e0:81:4d:40:16:00:e0:81:4d:40:17:ff:ff:ff:ff'
     pool   : 'MyServerPool1'
     status : 'Running'

Server : 'OVS_02'
     ID     : '00:e0:81:4d:5e:82:00:e0:81:4d:5e:83:ff:ff:ff:ff'
     pool   : 'unassigned'
     status : 'Running'

Server : 'OVS_03'
     ID     : '00:e0:81:4d:5e:16:00:e0:81:4d:5e:17:ff:ff:ff:ff'
     pool   : 'MyServerPool1'
     status : 'Running'

Server : 'OVS_04'
     ID     : '00:e0:81:4d:40:f5:00:e0:81:4d:40:be:00:e0:81:4d'
     pool   : 'unassigned'
     status : 'Running'

Exit...


	
Oracle VM Serverのステータスをチェックします。


# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -s OVS_03 -c status
Oracle VM Server Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : status
Server : 'OVS_03' status : 'Running' serverpool : 'MyServerPool1'.
Exit...


	
Oracle VM Serverの詳細情報を表示します。


# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -s OVS_01 -c info
Oracle VM Server Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : info
Server : OVS_01
        Status       : Running
        Management IP: 10.172.76.90
        Hostname     : OVS_01
        ID           : 00:e0:81:4d:40:16:00:e0:81:4d:40:17:ff:ff:ff:ff
        Pool         : MyServerPool1
        CPU threads  : 4
        CPU Usage    : 1.877896
        Total Memory : 32767
        Usable Memory: 31261
        Maintenance  : false
        Master Server: true
        Up to date   : true
        Virtual Machines on this server :
           Name   : 'MyVM01'
              Status : 'Stopped'
           Name   : 'MyVM02'
              Status : 'Running'
Exit...


	
Oracle VM Serverを再起動します。


# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -s OVS_02 -c restart 
Oracle VM Server Control utility 0.5.2. 
Connected. 
Command : restart 
restartserver 'OVS_02' completed. 
Exit...


	
NFSを使用したOCFS2リポジトリの公開:


注意

この例では、NFSエクスポートの作成を示して、次に既存のエクスポートをリストしています。記憶域リポジトリは、2つの異なるクライアントに公開されますが、その後に1つのエクスポートはそのIDによって削除されます。最下部のmountコマンドでは、残りのエクスポートがまだ使用可能であることを示しています。




# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -c createnfsexport -s OVS_04 \
-C NFS_02 -o rw,no_root_squash -r MyIscsiRepo 
Oracle VM Server Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : createnfsexport
Creating nfs export for repository 'MyIscsiRepo' on server.
Created repository export
Exit...

# ./ovm_servercontrol -u admin -p Manager1 -h localhost -c listnfsexports -s OVS_04
Oracle VM Server Control utility  0.5.2.
Connected.
Command : listnfsexports
NFS Exports :
        id         : 0004fb0000230000978a28e2dc85e06b
        client     : NFS_01
        options    : 
        repository : MyIscsiRepo
        path       : /OVS/Repositories/0004fb000003000031fac25b24740cca/
---
        id         : 0004fb00002300004b161fd1a0d106b7
        client     : NFS_02
        options    : rw,no_root_squash
        repository : MyIscsiRepo
        path       : /OVS/Repositories/0004fb000003000031fac25b24740cca/
---
Exit...

# ./ovm_servercontrol -u admin -p password -h localhost -c deletenfsexport -s OVS_04 \
-i 0004fb0000230000978a28e2dc85e06b
Oracle VM Server Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : deletenfsexport
Deleting nfs export with ID '0004fb0000230000978a28e2dc85e06b'
Deleted repository export
Exit...

[root@NFS_02]# mount OVS_04:/OVS/Repositories/0004fb000003000031fac25b24740cca /mnt/repoexport
[root@NFS_02]# ls /mnt/repoexport
Assemblies  ISOs  lost+found  Templates  VirtualDisks  VirtualMachines


















2.3 Oracle VM Virtual Machine Controlの使用方法








	2.3.1 ovm_vmcontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.3.2 ovm_vmcontrolの使用例




ovm_vmcontrolユーティリティは、仮想マシン(VM)上で動作します。これは、コマンドラインからOracle VM Managerに基本的な仮想マシン制御コマンドを渡します。VMを起動、停止、サスペンド、レジューム、強制終了、再起動できます。また、仮想マシンのステータス(実行中、停止状態)を問い合せて、メモリー、サーバー・プール、仮想CPUの数などの重要なVM情報を取得することもできます。





2.3.1 ovm_vmcontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_vmcontrolユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-v 仮想マシン名


	
-U 仮想マシンUUID


	
-t 仮想マシンを移行する際のターゲットOracle VM Serverの名前(-c migrateと同時に使用)


	
-s 仮想CPUをバインドする物理スレッド数のカンマ区切りのリスト(-c vcpusetと同時に使用)


	
-T タグ・リスト、メタデータとして仮想マシンに関連付けられる文字列のカンマ区切りのリスト(-c settagsと同時に使用)


	
-F 削除する仮想マシンに関連付けられる仮想ディスクを適用(-c deleteと同時に使用)


	
-A 仮想マシン・イベントの承認(-c eventsと同時に使用)


	
-C 仮想マシンのon_crash設定の変更(-c setoncrashと同時に使用)。オプションは、preserve、restart、noneを含みます。


	
-c コンソール・コマンド(必須)

[コマンド: start、stop、suspend、resume、status、restart、kill、delete、info、fixcfg、events、lock、vcpuset、vcpuget、migrate、settags、gettags、list、setoncrash、getoncrash]







注意

表示されているように、ovm_vmcontrolコンソール・コマンド・リストには、lockコマンドが含まれています。この特殊なコマンドを使用すると、一定の期間、仮想マシンをロックできます。このユーティリティによって仮想マシンがロックされている間、他のツールやユーザーは、(Oracle VM Managerユーザー・インタフェースを使用して)その特定のVM上で操作を実行することはできません。これは、VMを停止している間にVMのバックアップを作成する必要がある管理者が、バックアップが終了する前に他のユーザーによってVMが起動されるのを防ぎたい場合に、特に役立ちます。

listコマンドには、VM名またはUUID引数は必要ありません。各VMおよびそのステータスが表示されます。

fixcfgコマンドは、仮想マシンのvm.cfgファイルを確認し、無効なエントリを修正しようとします。たとえば、vncpasswdのエントリは、仮想マシン・コンソールがこの設定をサポートしていないため、このコマンドによって消去されます。

vcpusetコマンドは、仮想CPUをスレッドにハードバインドまたは固定します。たとえば、 -c vcpuset -s (0,1,2)は、vcpu0をthread0に、vcpu1をthread1に、vcpu2をthread2に物理的にバインドします。vcpugetコマンドを使用して、選択した仮想マシンの固定されたvCPUに関する情報を取得します。

settagsおよびgettagsコマンドは、特定の仮想マシンのタグ・メタデータの管理に使用されます。









2.3.2 ovm_vmcontrolの使用例







ovm_vmcontrolコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
特定の仮想マシンの詳細情報を表示します。


# ./ovm_vmcontrol -u admin -p password -h localhost -v MyVM02 -c info
Oracle VM VM Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : info
Virtual Machine : MyVM02
        Status : Running
        Memory : 1024
        Uptime : 83 Minutes
        Server : OVS_01
        Pool   : MyServerPool1
        HA Mode: false
        VCPU   : 2
        Type   : Xen HVM
        OS     : Oracle Linux 6
vminfo 'MyVM02' completed.


	
特定の仮想マシンのステータスをチェックします。


# ./ovm_vmcontrol -u admin -p password -h localhost -v MyVM02 -c status 
Oracle VM VM Control utility 0.5.2. 
Connected. 
Command : status 
Virtual Machine : 'MyVM02' status : 'Running' on server 'OVS_01' serverpool : 'MyServerPool1'.


	
特定の仮想マシンを停止します。


# ./ovm_vmcontrol -u admin -p password -h localhost -v MyVM01 -c stop 
Oracle VM VM Control utility 0.5.2. 
Connected. 
Command : stop 
stopvm 'MyVM01' completed. 


	
特定の仮想マシンを起動します。


# ./ovm_vmcontrol -u admin -p password -h localhost -v MyVM01 -c start 
Oracle VM VM Control utility 0.5.2.
Connected. 
Command : start 
startvm 'MyVM01' completed.


	
特定の仮想マシンをロックします。


# ./ovm_vmcontrol -u admin -p password -h localhost -v MyVM01 -c lock 
Oracle VM VM Control utility 0.5.2. 
Connected. 
Command : lock 
Locking VM 'MyVM01' 
Press Ctrl-C to unlock. 


ロック・コマンドにより、[Ctrl]+[C]を押してロックを解除するまで、スリープ状態になります。ovm_controlユーティリティを強制終了すると、VMのロックも解除されます。


















2.4 Oracle VM Retrieve Diskの使用方法








	2.4.1 ovm_vmdiskのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.4.2 ovm_vmdiskの使用例




ovm_vmdisksユーティリティは、特にVMの仮想ディスクが、リモートNFSストレージ・サーバー上の記憶域リポジトリ内のファイルである場合に、管理者が仮想マシンのバックアップを簡単に作成できるように設計されています。





2.4.1 ovm_vmdiskのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_vmdisksユーティリティは、仮想マシン名またはUUIDを取得し、そのVMの各仮想ディスク・ファイルと仮想マシン構成(vm.cfg)ファイルを表示します。これにより、ユーティリティの出力からファイルのリストを取得して、それらをサーバーまたはテープにバックアップできます。

ovm_vmdisksユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-v 仮想マシン名


	
-U 仮想マシンUUID






仮想ディスクがVMに直接アタッチされている実際の物理デバイスである場合、ユーティリティは、VMが割り当てられているOracle VM Server上のデバイス・マッパー・エントリーを表示します。仮想ディスクがNFSサーバー上のファイルである場合、ユーティリティは、NFSサーバー名、マウント・ポイント、およびファイル名/場所を表示します。







2.4.2 ovm_vmdiskの使用例







ovm_vmdiskの使用例を次に示します。これは、それぞれが別々の方法でアタッチされている3つのディスクを持つ仮想マシンを示しています。


# ./ovm_vmdisks -u admin -p password -h localhost -v MyVM01 
Oracle VM Retrieve Disk utility 0.5.2.
Connected.
Virtual Machine : 'MyVM01' status : 'Running'.
Assigned Server : OVS_01
Virtual Disk : 'MyVM01_bootdisk' size : 20GB 
   file=/OVS/Repositories/0004fb0000030000b0272c74e714ab12/VirtualDisks/ \
   0004fb00001200006e548a28cb886f42.img
   mountpoint=/dev/mapper/3300000006160a212/VirtualDisks/ \
   0004fb00001200006e548a28cb886f42.img
Virtual Disk : 'MyVM01_datadisk' size : 250GB
   file=/OVS/Repositories/0004fb00000300005b06362f2d866a98/VirtualDisks/ \
   0004fb0000120000f217eb8c0fa70eef.img 
   mountpoint=nfs01:/mnt/vol2/repo03/VirtualDisks/ \
   0004fb0000120000f217eb8c0fa70eef.img
Physical Disk : 'pd003'
   device=/dev/mapper/3300000009b7b2cc4
Config File :
   file=/OVS/Repositories/0004fb00000300005b06362f2d866a98/ \
   VirtualMachines/0004fb00000600008757e38248a544e6/vm.cfg
   mountpoint=nfs01:/mnt/vol2/repo03/VirtualMachines/ \
   0004fb00000600008757e38248a544e6/vm.cfg


コンソール出力に表示されているように、現在、VM 「MyVM01」が実行されています。実行中のVMをバックアップすると一貫性を保てない場合があるため、バックアップ作成するときは、事前にVMを停止することを強くお薦めします。コンソール出力は、仮想マシンに3つのディスク(2つの仮想ディスクと1つの物理ディスク)が含まれていることを示しており、また仮想マシン構成ファイルの場所も表示されます。


	
MyVM01_bootdisk: ocfs2記憶域リポジトリ上の仮想ディスク。ocfs2リポジトリは、デバイス/dev/mapper/3300000006160a212上に作成されました。


	
MyVM01_datadisk: nfs01という名前のNFSストレージ・サーバー上の仮想ディスク。NFSサーバー上の仮想ディスク・ファイルのフルパスは、/mnt/vol2/repo03/VirtualDisks/0004fb0000120000f217eb8c0fa70eef.imgです。


	
pd003: /dev/mapper/3300000009b7b2cc4のrawディスク・デバイス。


	
vm.cfg: NFSサーバーnfs01上の仮想マシン構成ファイル。構成ファイルのフルパスは、nfs01:/mnt/vol2/repo03/VirtualMachines/0004fb00000600008757e38248a544e6/vm.cfgです。


















2.5 Oracle VM Virtual Machine Messagingの使用方法








	2.5.1 ovm_vmmessageのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.5.2 ovm_vmmessageの使用例




ovm_vmmessageユーティリティを使用すると、実行中の仮想マシンにメッセージを送信したり、Oracle VM APIメッセージ・インタフェースを使用して仮想マシン内からOracle VM Managerに送信されたメッセージの値を問い合せることができます。これらの値は、foo=barなどの基本的なキー/値のペアです。

Oracleが公開した新しいOracle VMテンプレートには、ovmdという構成ユーティリティが含まれます。このユーティリティを使用して、仮想マシン・コンソールからローカルに、またはこのユーティリティが提供するメッセージ・インタフェースを使用してリモートで、初回起動時のインストールを構成します。また、仮想マシンの所有者は、ovmdユーティリティを使用して、メッセージをOracle VM Managerに送信することもできます。ovmd、および一般的なOracle VM Guest Additionsの詳細は、第3章「Oracle VM Guest Additionsの使用方法」を参照してください。





2.5.1 ovm_vmmessageのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_vmmessageユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-v 仮想マシン名


	
-U 仮想マシンUUID


	
-k 送信するキー


	
-V キーとともに送信する値(-kの使用時に必要)


	
-q 問い合せるキー






実行中の仮想マシン上で動作するのはovm_vmmessageのみであることに注意してください。メッセージを送信するには、-k <key>および-V <value>を組み合せます。メッセージを取得するには、-q <key>を使用します。


注意

仮想マシンの名前は、VMを作成中に割り当てる名前です。ただし、複数の別々のVMに同じ名前を割り当ててもかまいません。その場合、-Uオプションを使用して、VMの一意識別子(UUID)を指定する必要があります。









2.5.2 ovm_vmmessageの使用例







ovm_vmmessageコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
メッセージのキー/値のペアを仮想マシンに送信します。


# ./ovm_vmmessage -u admin -p password -h localhost -v MyVM02 -k foo -V bar 
Oracle VM VM Message utility 0.5.2. 
Connected. 
VM : 'MyVM02' has status :  Running. 
Sending message. 
Message sent successfully.


	
UUIDでVMを識別させて、メッセージのキー/値のペアを仮想マシンに送信します。


# ./ovm_vmmessage -u admin -p password -h localhost \
  -U 0004fb00000600001c925eac2ad5d328 -k foo -V bar 
Oracle VM VM Message utility 0.5.2.
Connected. 
VM : 'MyVM02' has status :  Running. 
Sending message. 
Message sent successfully.


	
UUIDでVMを識別させて、仮想マシンからメッセージを取得します。


# ./ovm_vmmessage -u admin -p password -h localhost \
  -U 0004fb00000600001c925eac2ad5d328 -q foo 
Oracle VM VM Message utility 0.5.2. 
Connected. 
VM : 'MyVM02' has status :  Running. 
Querying for key 'foo'. 
Query successful. 
Query for Key : 'foo' returned value 'bar'. 
Key set 27 minutes ago.


















2.6 Oracle VM Pool Controlの使用方法








	2.6.1 ovm_poolcontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.6.2 ovm_poolcontrolの使用例




ovm_poolcontrolユーティリティを使用すると、管理者は、Oracle VM Managerによって制御される特定のサーバー・プールのステータス情報を簡単に取得でき、サーバー・プールおよびそのOracle VM Serverメンバーの両方に登録されているイベントを表示して承認できます。





2.6.1 ovm_poolcontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_poolcontrolユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-s サーバー・プール名


	
-I サーバー・プールUUID(コロン区切りの一続きの16進数)


	
-S Oracle VM Server名(-c addserver/removeserverと同時に使用)


	
-A イベントの承認(-c eventsと同時に使用)

[all, pool]: サーバー・プールおよびサーバーの両方、またはサーバー・プールのみのイベントを承認


	
-c コンソール・コマンド(必須)

[コマンド: list、addserver、removeserver、events、status、info]







注意

addserverおよびremoveserverコマンドでは、サーバーの追加/削除という非常に基本的な動作のみが実行され、ネットワークおよびリポジトリの割当てや割当て解除は実行されません。









2.6.2 ovm_poolcontrolの使用例







ovm_poolcontrolコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
すべてのサーバー・プールとそれらのステータスを表示します。


# ./ovm_poolcontrol -u admin -p password -h localhost -c list
Oracle VM Pool Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : list
Repository : 'MyServerPool1'
     ID     : '0004fb0000020000d2ee5d9394b371c5'
     Status : 'Online'

Repository : 'MyServerPool2'
     ID     : '0004fb0000020000183c51866b2fa4a1'
     Status : 'Online'

Exit...


	
サーバー・プールの詳細情報を表示します。


# ./ovm_poolcontrol -u admin -p password -h localhost -s MyServerPool1 -c info
Oracle VM Pool Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : info
Server Pool : MyServerPool1
        Status          : Online
        ID              : 0004fb0000020000d2ee5d9394b371c5
        Virtual IP      : 10.172.77.172
        Clustered       : true
        Master Server   : MyServer1
        KeyMap          : en-us
        Load Balancer   : Off
        Pool Memory     : 57342
        Available Memory: 54631
        Total Threads   : 8
        CPU Utilization : 23%
        Servers in this server pool :
           Name   : 'MyServer1'
           Status : 'Running'
           Name   : 'MyServer2'
           Status : 'Running'
           Name   : 'MyServer3'
           Status : 'Running'
Exit...


	
サーバー・プール・イベントを承認します。


# ./ovm_poolcontrol -u admin -p password -h localhost -s MyServerPool1 -c events -A pool
Oracle VM Pool Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : events
Server Pool Events for pool 'MyServerPool'
Exit...


















2.7 Oracle VM Repository Controlの使用方法








	2.7.1 ovm_repocontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ
	2.7.2 ovm_repocontrolの使用例




ovm_repocontrolユーティリティを使用すると、管理者は、特定の記憶域リポジトリのステータスやコンテンツに関する情報を簡単に取得でき、更新コマンドを送信して、表示される記憶域リポジトリのコンテンツを更新できます。





2.7.1 ovm_repocontrolのコマンドライン・オプションおよびパラメータ







ovm_repocontrolユーティリティには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-r 記憶域リポジトリ名


	
-I 記憶域リポジトリUUID


	
-s リポジトリの下の記憶域へのアクセスを持つOracle VM Serverの名前(-c createと同時に使用)


	
-i 記憶域リポジトリが作成されるLUNのUUID(-c createと同時に使用)


	
-c コンソール・コマンド(必須)

[コマンド: list、status、info、refresh、fixrepo、create]







注意

refreshコマンドは、Oracle VM Managerを使用して記憶域リポジトリの更新操作を開始します。

listコマンドには、記憶域リポジトリの名前またはUUID引数は必要ありません。システムに登録されているすべての記憶域リポジトリを表示します。

fixrepoコマンドは、物理ディスクで記憶域リポジトリの作成に失敗した場合に、構成情報の一部を削除します。これにより、記憶域リポジトリの作成操作をやり直すことができます。









2.7.2 ovm_repocontrolの使用例







ovm_servercontrolコマンドおよびそれぞれの出力の例は次のとおりです。


	
登録されているすべての記憶域リポジトリを表示します。


# ./ovm_repocontrol -u admin -p password -h localhost -c list
Oracle VM Repository Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : list
Repository : 'MyIscsiRepo1'
     ID     : '0004fb0000030000b0272c74e714ab12'
     Status : 'Online'

Repository : 'MyIscsiRepo2'
     ID     : '0004fb0000030000a1d2474a7325ab25'
     Status : 'Online'

Repository : 'MyNfsRepo'
     ID     : '0004fb0000030000a3ff6bbfe68511a6'
     Status : 'Online'

Exit...


	
LUNに新しい記憶域リポジトリを作成するには、次の手順を実行します。


# ./ovm_repocontrol -u admin -p password -h localhost -c create -r MyIscsiRepo3 -s MyServer4 \
-i 3600144f057ef8a0000004fb3194b0001
Oracle VM Repository Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : create
Found LUN with id '3600144f057ef8a0000004fb3194b0001'
Creating filesystem...
Creating repository... Please wait...
Create repository completed.
Exit...


	
記憶域リポジトリのステータスをチェックします。


# ./ovm_repocontrol -u admin -p password -h localhost -r MyIscsiRepo2 -c status
Oracle VM Repository Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : status
Repository : 'MyIscsiRepo2'
   Status  : 'Online'
Exit...


	
記憶域リポジトリの詳細情報を表示します。


# ./ovm_repocontrol -u admin -p password -h localhost -r MyIscsiRepo1 -c info
Oracle VM Repository Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : info
Repository : 'MyIscsiRepo1'
   Total Space       : 7500000 MB
   Available Space   : 4146146 MB
   Assigned Servers  :
        Server : MyServer6
        Server : MyServer7
Assemblies :
Virtual CDroms :
    CDrom : ubuntu-11.10-desktop-i386.iso
     uuid : 0004fb0000150000d8de2efc475b4ea5.iso
         VM list : (MyUbuntu1110)
    CDrom : EnterpriseLinux-R6U1-Server-x86_64.iso
     uuid : 0004fb0000150000da320985ba0c2f9b.iso
         VM list : (MyOL6)
Virtual Disks :
    Virtual Disk : MyOL6_bootdisk
            uuid : 0004fb000012000086bf184d2996f0cf.img
         VM list : (MyOL6)
    Virtual Disk : MyOL6_datadisk
            uuid : 0004fb00001200007d18ce0a22e16658.img
         VM list : (MyOL6)
    Virtual Disk : MySolaris11_bootdisk
            uuid : 0004fb00001200008a27187d18c6fe0a.img
         VM list : (MySolaris11)
    Virtual Disk : MyUbuntu1110_bootdisk
            uuid : 0004fb000012000096f0ce0a27d18c6f.img
         VM list : (MyUbuntu1110)
Virtual Machine Configs :
    Config  : 0004fb0000220000b1fc2e486c1c1b7a
        VM  : (MySolaris11)
    Config  : 0004fb0000220000b68857e77465eafc
        VM  : (MyOL6)
    Config  : 0004fb0000220000eb037b82dee6b10b
        VM  : (MyUbuntu1110)
Exit...


	
記憶域リポジトリのステータスを更新します。


# ./ovm_repocontrol -u admin -p password -h localhost -r MyIscsiRepo1 -c refresh
Oracle VM Repository Control utility 0.5.2.
Connected.
Command : refresh
refreshing 3300000006160a212
Lun Refresh completed...
Exit...


















2.8 メトリック・メッセージング用Oracle VM Hostdの使用方法








	2.8.1 コマンドライン・オプション
	2.8.2 使用例
	2.8.3 VM内のホスト統計を取得するためのvm-dump-metricsの使用方法





Oracle VMユーティリティには、SAPアプリケーションを完全にサポートおよび認定し、Oracle VM環境内で実行しているOracle Linuxゲストで確実に実行できるようにするためのツールが含まれています。これらのツールは、特定の仮想マシンをホストしているOracle VM Serverについてのホストベースの統計情報を、Oracle VM Managerにより提供されているVMメッセージング機能を介して、仮想マシン自体に送信する通信を容易にします。


重要

この機能を正常に実行するには、ゲスト仮想マシンが、Oracle VM Guest AdditionsのインストールされたOracle Linuxを実行している必要があります。詳細は、第3章「Oracle VM Guest Additionsの使用方法」を参照してください。




注意

オラクル社により公式にサポートされているのは、Oracle VMユーティリティ内のこれらのツールだけです。



これらのツールには、ovm_vmhostdおよびvm-dump-metricsスクリプトが含まれており、次のURLで提供されているPatch 16269699以上で利用できます。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/downloads/index.html





2.8.1 コマンドライン・オプション







ovm_vmhostdには、次のコマンドライン・オプションがあります。


	
-u Oracle VM Manager管理ユーザーのユーザー名(必須)


	
-p 管理ユーザー名に対応するパスワード(必須)


	
-h Oracle VM Managerを実行しているサーバーのホスト名(必須)


	
-X SSLを使用してOracle VM Managerに接続


	
-v 仮想マシン名


	
-U 仮想マシンのUUID (オプションの代替UUID)












2.8.2 使用例







ovm_vmhostdをOracle VM Manager上で実行するためには、次のコマンドの実行が必要な場合があります。


# ./ovm_vmhostd -u admin -p MyPassword -h localhost -v myvm


コマンドの使用例では、myvmが動作している基になるOracle VM Serverの詳細が、Oracle VM Managerを介してmyvm仮想マシンにメッセージとして送信されます。

ovm_vmhostdユーティリティは、デーモンのように動作します。最初に、仮想マシンが実行していることを検証し、次に、サーバー・メトリックをメッセージとして送信します。60秒間スリープし、その後、元のメッセージの値を更新するメッセージを送信します。この動作は、プロセスが強制終了されるまで続行します。次に、典型的な出力例を示します。


# ./ovm_vmhostd -u admin -p MyPassword -h localhost -v myvm
Oracle VM Hostd 0.6.3.
Connected.
Manager version : 3.2.1.516
VM : 'pvm1' has status :  Running.
VM: 'pvm1' is online, sending metrics.
.Sleeping 60 seconds.
.Sleeping 60 seconds.
.Sleeping 60 seconds.







2.8.3 VM内のホスト統計を取得するためのvm-dump-metricsの使用方法







vm-dump-metricsスクリプトは、メッセージを受信するゲスト仮想マシンにコピーできます。このスクリプトは、Oracle VM Serverホスト情報をXML形式で出力できる単純なシェル・スクリプトです。仮想マシン内で実行しているSAPアプリケーションは、このXMLを消費できます。

デフォルトでは、vm-dump-metricsスクリプトはデータをSTDOUTに出力しますが、スクリプトの先頭にあるOUTFILE変数を編集することにより、データをファイルに出力するよう変更できます。

vm-dump-metricsスクリプトは、ovmdに問い合せて、キーvmhostを持つメッセージを取得します。メッセージをまったく取得しない場合、ステータス1で終了します。メッセージが見付かった場合、スクリプトはそのメッセージを解析して、結果となるXMLを構築します。vm-dump-metricsスクリプトにより生成される典型的なXML出力の例を次に示します。


<metrics>
  <metric type='real64' context='host'>
    <name>TotalCPUTime</name>
    <value>2694.3596</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>PagedOutMemory</name>
    <value>0</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>PagedInMemory</name>
    <value>0</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>UsedVirtualMemory</name>
    <value>6747</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>FreeVirtualMemory</name>
    <value>9817</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>FreePhysicalMemory</name>
    <value>9817</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>MemoryAllocatedToVirtualServers</name>
    <value>6747</value>
  </metric>
  <metric type='uint32' context='host'>
    <name>NumberOfPhysicalCPUs</name>
    <value>4</value>
  </metric>
  <metric type='string' context='host'>
    <name>HostSystemInfo</name>
    <value>ovm3</value>
  </metric>
  <metric type='string' context='host'>
    <name>VirtProductInfo</name>
    <value>Oracle VM 3</value>
  </metric>
  <metric type='string' context='host'>
    <name>VirtualizationVendor</name>
    <value>Oracle Corporation</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='host'>
    <name>Time</name>
    <value>1360606566774</value>
  </metric>
  <metric type='string' context='host'>
    <name>HostName</name>
    <value>ovm3</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='vm' id='0' uuid='0004fb00-0006-0000-d72b-647e20a85939'>
    <name>PhysicalMemoryAllocatedToVirtualSystem</name>
    <value>1024</value>
  </metric>
  <metric type='uint64' context='vm' id='0' uuid='0004fb00-0006-0000-d72b-647e20a85939'>
    <name>ResourceMemoryLimit</name>
    <value>1024</value>
  </metric>
  <metric type='uint32' context='vm' id='0' uuid='0004fb00-0006-0000-d72b-647e20a85939'>
    <name>ResourceProcessorLimit</name>
    <value>1</value>
  </metric>
  <metric type='real64' context='vm' id='0' uuid='0004fb00-0006-0000-d72b-647e20a85939'>
    <name>TotalCPUTime</name>
    <value>2694.3596</value>
  </metric>
</metrics>


仮想マシン上でvm-dump-metricsスクリプトを使用しない場合は、ovmdに直接問い合せて、結果を自身で解析できます。


# ovmd -g vmhost
com.sap.host.VirtualizationVendor=Oracle Corporation;com.sap.host.VirtProductInfo=Oracle VM 3;
com.sap.host.PagedInMemory=0;com.sap.host.PagedOutMemory=0;com.sap.host.PageRates=0;
com.sap.vm.uuid=0004fb0000060000d72b647e20a85939;com.sap.host.HostName=ovm3;
com.sap.host.HostSystemInfo=ovm3;com.sap.host.NumberOfPhysicalCPUs=4;com.sap.host.NumCPUs=4;
com.sap.host.TotalPhyMem=16383;com.sap.host.UsedVirtualMemory=6747;
com.sap.host.MemoryAllocatedToVirtualServers=6747;com.sap.host.FreeVirtualMemory=9817;
com.sap.host.FreePhysicalMemory=9817;com.sap.host.TotalCPUTime=381175.97;
com.sap.host.Time=1360606887997;com.sap.vm.PhysicalMemoryAllocatedToVirtualSystem=1024;
com.sap.vm.ResourceMemoryLimit=1024;com.sap.vm.TotalCPUTime=2696.2214;
com.sap.vm.ResourceProcessorLimit=1;













第3章 Oracle VM Guest Additionsの使用方法
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Oracle VM Guest Additionsは、Oracle VM環境で実行している仮想マシンのゲスト・オペレーティング・システムにインストールできる一連のパッケージです。これらのパッケージは、Oracle VM Managerと仮想マシン内で実行しているオペレーティング・システムの間の直接的な双方向通信を可能にするツールを提供します。これは管理者が使用できる強力なツールで、仮想マシン内で実行しているコンポーネントの構成と動作を、Oracle VM Managerから直接制御することを可能にします。

この章では、Oracle VM Guest Additionsのインストール、構成および機能の詳細を説明します。











3.1 Oracle VM Guest Additionsの機能







Oracle VM Guest Additionsの機能は、次のとおりです。


	
IPアドレスのレポートなど、Oracle VM Manager内の仮想マシンについて表示される情報の拡張


	
テンプレート構成機能を使用して、仮想マシンをその初回起動時に自動構成する機能


	
Oracle VM Managerから仮想マシンにメッセージを直接送信して、プログラムされたイベントをトリガーする機能


	
仮想マシンに問い合せて、以前のメッセージに関する情報を取得する機能


	
Oracle VMユーティリティのovm_vmmessageコマンドと連携する機能






Oracle VM Guest Additionsは、ゲスト・ソフトウェアおよび仮想レイヤーをダイレクトに統合できるため、複雑な複数のVMデプロイメントの編成および自動化に役立ちます。











3.2 Oracle VM Guest Additionsのインストール







Oracle VM Guest AdditionsがインストールされていないOracle VMテンプレートでは、Oracle Unbreakable Linux Network (ULN)で、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (UEK)を含む既存のOracle Linux 5または6ゲストにダウンロードおよびインストールする適切なチャネルを選択して、次のソフトウェア・パッケージをダウンロードします。


kmod-ovmapi-uek
libovmapi
libovmapi-devel
ovmd
python-simplejson
xenstoreprovider
ovm-template-config
ovm-template-config-authentication
ovm-template-config-datetime
ovm-template-config-firewall
ovm-template-config-network
ovm-template-config-selinux
ovm-template-config-ssh
ovm-template-config-system
ovm-template-config-user


これらのパッケージは、次のULNチャネルからダウンロードできます。


	
Oracle Linux 6のアドオン(x86_64)


	
Oracle Linux 6のアドオン(i386)


	
Enterprise Linux 5のアドオン(x86_64)


	
Enterprise Linux 5のアドオン(i386)






また、これらのパッケージは、OracleのPublic YUMのリポジトリからも入手できます。

これらのパッケージをインストールするには、仮想マシンがパブリックのインターネットにアクセスできて、適切なULNチャンネルまたはYUMリポジトリに接続されいることを確認してください。次に、Oracle Linuxゲストで、パッケージ名がスペースで区切られた次のコマンド構文を使用します。


# yum install libovmapi xenstoreprovider ovmd python-simplejson xenstoreprovider



注意

ダウンロードしたパッケージを手動でインストールする場合、kmod-ovmapi-uekバージョンが、仮想マシンのUEKバージョンと一致することを確認してください。


	
UEK 2.36.32-100には、kmod-ovmapi-uek-1.0.0-27.100が必要


	
UEK 2.36.32-200には、kmod-ovmapi-uek-1.0.0-27.200が必要


	
UEK 2.36.32-300には、kmod-ovmapi-uek-1.0.0-27.300が必要


















3.3 Oracle VM Guest Additionsのアップグレード







Guest AdditionsがインストールされているOracle VMテンプレートでは、Guest Additionsが正常に機能するために特定のパッケージが更新されていることを確認する必要があります。Oracle Unbreakable Linux Network (ULN) Yumリポジトリを使用して、次のコマンドを実行してGuest Additionsパッケージを更新できます。


# yum update ovmd libovmapi xenstoreprovider \
  ovm-template-config \
  ovm-template-config-authentication \
  ovm-template-config-datetime \
  ovm-template-config-firewall \
  ovm-template-config-network \
  ovm-template-config-selinux \
  ovm-template-config-ssh \
  ovm-template-config-system \
  ovm-template-config-user


UEK 2.6.39-300より下のカーネル・バージョンを使用していて、現行のカーネルの使用を継続する場合は、次のコマンドも実行してovmapi.koモジュールを更新する必要があります。


# yum update kmod-ovmapi-uek


または、次のコマンドを実行して、使用しているカーネルを最新のUEKバージョンに更新できます。


# yum update kernel-uek



注意

Oracle Linux 5を使用している場合、使用しているカーネルを更新する前に、/etc/yum.repos.d/ULN-Base.repo内のol5_UEK_latestを有効にしておく必要があります。たとえば、ファイルには次の行が含まれています。


[ol5_UEK_latest]
name=Latest Unbreakable Enterprise Kernel for Oracle Linux $releasever ($basearch)
baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL5/UEK/latest/$basearch/
gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-el5
gpgcheck=1
enabled=1













3.4 Oracle VM Guest Additionsデーモン








	3.4.1 Oracle VM Guest Additionsデーモンをサービスとして実行するように構成する方法
	3.4.2 Oracle VM Guest Additionsデーモンを使用して初回起動時の構成を有効にする方法
	3.4.3 メッセージング・チャネルの使用方法




Oracle VM Guest Additionsデーモン(ovmd)は、Oracle VM Managerとゲストの間の双方向メッセージング・チャネルを容易に作成できるようにします。これを使用すると、ファーストブートのインストール構成が可能となり、キー/値のペアを含むメッセージを送受信できます。

ovm_vmmessageユーティリティを使用することにより、Oracle VM Managerを介して、メッセージを、任意のゲストで実行しているOracle VM Guest Additionsデーモンに送信できます。このユーティリティは、Oracle VM Managerにアクセスできる任意のLinuxシステムまたはOracle VM Managerホスト自体にインストールできます。このツールを使用する方法の詳細は、2.5項「Oracle VM Virtual Machine Messagingの使用方法」を参照してください。

Oracle VM Managerユーザー・インタフェース内に直接含まれるメッセージング機能を使用して、任意のゲストで実行しているOracle VM Guest Additionsデーモンに、メッセージを直接送信することもできます。詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』の仮想マシンへのメッセージ送信に関する説明を参照してください。

ovm-template-configスクリプトとovmdを組み合せて使用すると、仮想マシンの起動時に、仮想マシン内のシステムおよびアプリケーションの構成パラメータをリモートから構成できます。この機能の詳細は、3.6項「Oracle VMテンプレート構成スクリプトおよびモジュール」を参照してください。

Oracle VM Managerは、ovmdを使用して、ゲストからIPアドレス情報を取得します。この情報は、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで仮想マシンの詳細情報を表示するときに含まれます。詳細は、3.5項「ゲストIPアドレスの表示」を参照してください。

ovmdをコマンドラインから直接実行して、ovmdの機能外で操作をデーモンまたはシステム・サービスとして実行できます。--helpパラメータを指定してovmdを実行すると、コマンドラインから直接実行する場合にサポートされるオプションの概要が、次のように表示されます。


# ovmd --help
usage: ovmd [options]

options:
-p, --set-param=PARAM   Set param in format: key=value.
-g, --get-param=KEY     Get param value.
-r, --delete-param=KEY  Delete param by key name.
-x, --delete-params     Delete all params.
-l, --list-params       List all params.
-e, --event=EVENT       Inject event.
-s, --script=SCRIPT     Run script.
-d, --debug=LEVEL       Set debug level: 0(DEBUG_OFF), 1(DEBUG_STDERR) or 2(DEBUG_SYSLOG). 
                        Default: 2.
-f, --pid-file=FILENAME Set the pathname of the process ID (PID) file.
-t, --time-period=secs  Set the period for daemon mode(default=10 seconds).
-v, --version           Show version number and exit.
-h, --help              Show this help information.  






3.4.1 Oracle VM Guest Additionsデーモンをサービスとして実行するように構成する方法







ovmdをOracle Linuxでサービスとして実行できるようにするには、chkconfigコマンドをrootとして実行します。


# chkconfig ovmd on


ovmdサービスを起動するには、次のコマンドをrootとして実行します。


# /etc/init.d/ovmd start


ovmdはサービスとして構成されると、Oracle VM Managerを介して送信されるメッセージ要求をリスニングします。







3.4.2 Oracle VM Guest Additionsデーモンを使用して初回起動時の構成を有効にする方法







仮想マシンをテンプレートとして動作するように構成する場合、またはクローンすることを意図する場合、次回の起動時にあたかも初めて起動するかのように動作するように仮想マシンをセットアップし、VM APIまたは仮想マシン・コンソールで構成情報を入力できるようにすることをお薦めします。これを行うには、次のコマンドを仮想マシン内でrootとして実行します。


# ovmd -s cleanup
# service ovmd enable-initial-config
# shutdown -h now


次回の起動時に、仮想マシンはあたかも初回起動であるかのように動作します。ovmdをサービスとして実行するように構成している場合、メッセージング機能とovm-template-configスクリプトを使用することにより、このサービスをリモートから構成できます。

メッセージング・チャネルを使用する方法の詳細は、3.4.3項「メッセージング・チャネルの使用方法」を参照してください。また、ovm-template-configスクリプトの詳細は、3.6項「Oracle VMテンプレート構成スクリプトおよびモジュール」を参照してください。







3.4.3 メッセージング・チャネルの使用方法







この項では、Oracle VM Guest Additionsがインストールされている場合の、Oracle VM Managerと実行中のOracle Linux仮想マシンとの間のメッセージ交換の例を説明します。Oracle VMユーティリティに含まれるovm_vmmessageツールが、Oracle Linuxゲストと通信するために使用されます。メッセージング・ユーティリティの詳細は、2.5項「Oracle VM Virtual Machine Messagingの使用方法」を参照してください。

 ゲストからOracle VM Managerへのメッセージの送信

ovmdを使用する場合、次の構文を使用して情報を仮想マシン内からOracle VM Managerに送信します。


# ovmd -p key1=value1


メッセージが、問題の仮想マシンのVirtual Machine API Incoming MessageイベントとしてOracle VM Managerユーザー・インタフェースに表示されます。イベントを拡張すると、情報交換が行われるときに、説明にキー/値のペアおよび日時が表示されます。

ゲストからのメッセージは、Oracle VM Managerコマンドライン・ユーティリティovm_vmmessageを使用して取得することもできます。これを行うには、キーを問い合せると、値をレスポンス内に返されます。


# ./ovm_vmmessage -u admin -p password -h localhost -v MyVM02 -q key1 
Oracle VM VM Message utility 0.5.2. 
Connected. 
VM : 'MyVM02' has status :  Running. 
Querying for key 'key1. 
Query successful. 
Query for Key : 'key1' returned value 'value1'. 
Key set 7 minutes ago.


 Oracle VM Managerから仮想マシンへのメッセージの送信

ovm_vmmessageを使用する場合、次の構文を使用して情報を仮想マシンに送信します。


# ./ovm_vmmessage -u admin -p password -h localhost -v MyVM02 -k key2 -V value2 
Oracle VM VM Message utility 0.5.2. 
Connected. 
VM : 'MyVM02' has status :  Running. 
Sending message. 
Message sent successfully.


ゲスト内からovmdを送信する場合、次の構文を使用して、Oracle VM Managerからメッセージを取得できます。


# ovmd --list
{"key1":"value1"}
{"key2":"value2"}


ovmd --listコマンドは、送信メッセージも受信メッセージもすべて取得します。そのキーで、必要な特定のメッセージを識別できます。不要なメッセージを削除するには、次の構文を使用します。


# ovmd -r key1
# ovmd --list
{"key2":"value2"}













3.5 ゲストIPアドレスの表示







Oracle VM Guest Additionsをインストールすると、仮想マシンのIPアドレスが、仮想マシンの詳細情報の一部として、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースに表示されるようになります。

[image: この図では、選択した仮想マシンの「Networks & Storage」情報に、ゲストのIPアドレスを表示しています。]











3.6 Oracle VMテンプレート構成スクリプトおよびモジュール
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Oracle VM Guest Additionsには、仮想マシンをテンプレートから作成し、初回起動時に自動構成するために役立つ一連のパッケージが含まれます。この機能のマスター・パッケージは、ovm-template-configと呼ばれます。Oracle VMテンプレート構成スクリプトと組み合せてOracle VMメッセージング機能をovmd経由で使用することにより、仮想マシンをリモートから構成できます。





3.6.1 テンプレート構成スクリプトの概要







Oracle VMテンプレート構成スクリプトovm-template-configは、標準のLinux System Vのinit.dおよびchkconfigのスクリプト・モデルと非常に類似した方法で機能する一連のモジュール構成スクリプトと連携して動作します。構成モジュールの実行制御は、ゲストの/etc/template.dディレクトリ内で処理されます。構成モジュール・スクリプトは、/etc/template.d/scripts内に格納されます。

ovm-template-configスクリプトはマスター・スクリプトで、すべての有効なモジュールを制御するために使用されます。--helpパラメータを指定してovm-template-configを実行すると、使用方法の概要が示されます。


ovm-template-config --help
usage: ovm-template-config [option] target

Targets:
  configure, unconfigure, reconfigure, cleanup, suspend, resume, migrate, shutdown

Examples:
  ovm-template-config --enumerate configure
  ovm-template-config --enumerate --script network configure
  ovm-template-config --stdin configure
  ovm-template-config --stdin --script network configure
  ovm-template-config --console-input configure
  ovm-template-config --ovf-transport-iso configure
  ovm-template-config --input >infd< --output >outfd< configure

options:
  --version             show program's version number and exit
  -h, --help            show this help message and exit
  -e, --enumerate       enumerate parameters for target
  --human-readable      print in human readable format when enumerate
                        parameters
  -i INPUT, --input=INPUT
                        input parameters from this file descriptor
  -o OUTPUT, --output=OUTPUT
                        output parameters to this file descriptor
  --stdin               build parameters from stdin
  --console-input       build parameters from console input
  --ovf-transport-iso   build parameters from OVF transport ISO
  -s SCRIPT, --script=SCRIPT
                        specify script
  --logfile=LOGFILE     specify log file
  --loglevel=LOGLEVEL   specify log level


リモート構成では、ovm-template-configとovmdを組み合せて使用することにより、Oracle VMメッセージング機能を使用してゲストに送信された構成パラメータを取得できます。この場合、ovm-template-configターゲットは、ovmdに--scriptパラメータとして渡されます。


# ovmd -s cleanup
# ovmd -s configure 



重要

リモート構成を実行する場合、ovmdを使用して構成キーを含むメッセージを処理するには、認証モジュールを有効にする必要があります。メッセージの処理が完了するのは、最後のメッセージにrootのユーザー・パスワードが含まれている場合のみです。このパスワードは、他の構成処理を実行するために必要な権限を取得するために認証モジュールにより使用されます。このモジュールの詳細は、3.6.2項「構成モジュールの有効化および無効化」を参照してください。



このスクリプトを直接呼び出す方法の詳細は、3.6.4項「構成変更をトリガーする方法」を参照してください。







3.6.2 構成モジュールの有効化および無効化







モジュールを有効にすると、モジュール・スクリプトへのシンボリックリンクが、モジュールの提供するターゲットの種類に基づいて、/etc/template.d内の他のサブディレクトリに作成されます。この方法は、System Vのinitプロセスが動作する方法とほとんど同じです。モジュールを追加すると、モジュール・スクリプトのヘッダーが読み込まれて、名前、優先順位およびターゲットが検証され、その後、シンボリックリンクが、/etc/template.dの下のサブディレクトリに作成されます。

すべてのモジュールのターゲットの有効化および無効化は、ovm-chkconfigを使用して処理されます。このコマンドの使用方法は、--helpパラメータを指定することにより取得できます。


# ovm-chkconfig --help   
usage: ovm-chkconfig [option] ...

examples:
  ovm-chkconfig --list [name]
  ovm-chkconfig --add name
  ovm-chkconfig --del name
  ovm-chkconfig --target <targets> name <on|off>

options:
  --version        show program's version number and exit
  -h, --help       show this help message and exit
  --list           list script status
  --add            add new script
  --del            delete script
  --target=TARGET  specify the targets, separated by comma, e.g.:
                   "configure,unconfigure"


--listパラメータを指定してovm-chkconfigコマンドを使用することにより、利用可能なモジュールとそれらのターゲットの実行時状態を確認できます。


# ovm-chkconfig --list
name              configure  unconfigure reconfigure cleanup  suspend  resume  migrate  shutdown 
authentication    on:90      off         off         off      off      off     off      off     
datetime          on:50      off         off         off      off      off     off      off     
firewall          on:41      off         off         off      off      off     off      off     
network           off        off         off         off      off      off     off      off     
selinux           off        off         off         off      off      off     off      off     
ssh               off        off         off         off      off      off     off      off     
system            off        off         off         off      off      off     off      off     
user              off        off         off         off      off      off     off      off


モジュールによりサポートされるすべてのターゲットを有効にするには、--addパラメータを使用します。


# ovm-chkconfig --add authentication


モジュールによりサポートされるすべてのターゲットを無効にするには、--delパラメータを使用します。


# ovm-chkconfig --del datetime


あるモジュールに対して特定のターゲットを有効化または無効化することもできます。これを行うには、次のコマンドを実行します。


ovm-chkconfig --target=cleanup user off







3.6.3 利用可能な構成モジュールにより使用されるキー/値のペア







ovm-template-config構成モジュールを通して構成変更をトリガーするために使用されるすべてのキー・ペアの完全なリストを取得するには、ovm-template-configがインストールされているゲスト・システムで次のコマンドを実行します。


# ovm-template-config --human-readable --enumerate configure


このコマンドからの出力は、解析しやすく、理解しやすいPythonデータ構造として印刷されます。出力内容は、--scriptパラメータを次のように指定することにより、特定の構成モジュールに関連する情報に限定できます。


# ovm-template-config --human-readable --enumerate configure --script datetime        
        [('50',
  'datetime',
  [{u'description': u'System date and time in format year-month-day-hour-minute-second, e.g.,
                     "2011-4-7-9-2-42".',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.datetime'},
   {u'description': u'System time zone, e.g., "America/New_York".',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.timezone'},
   {u'description': u'Whether to keep hardware clock in UTC: True or False.',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.utc'},
   {u'description': u'Whether to enable NTP service: True or False.',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.ntp'},
   {u'description': u'NTP servers separated by comma, e.g., 
                     "time.example.com,0.example.pool.ntp.org".',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.ntp-servers'},
   {u'description': u'Whether to enable NTP local time source: True or False.',
    u'hidden': True,
    u'key': u'com.oracle.linux.datetime.ntp-local-time-source'}])]


出力には、トリガーされた構成モジュールとトリガー時の実行レベルおよび受け付けられたキーと値が明確に示されます。すべてのキー名は構造化されており、独自の目的のために開発することが意図されているカスタム・モジュールとの競合を避けるために、com.oracleのプレフィックスが付加されることに注意してください。

キー/値のペアは、実際には、JSON形式でovm-template-configに渡されます。


{"com.oracle.linux.datetime.ntp":"True"}
{"com.oracle.linux.datetime.ntp-servers":"0.pool.ntp.org,1.pool.ntp.org,2.pool.ntp.org"}
{"com.oracle.linux.root-password":"mysecret"}







3.6.4 構成変更をトリガーする方法







様々な方法を使用することにより、ovm-template-configを使用する構成変更をトリガーできます。最も一般的な方法としては、enable-initial-configモードを使用して実行するようにovmdサービスを設定します。こうすることで、仮想マシンは次回起動後に、構成パラメータがコンソール経由またはovmdメッセージング機能経由で渡されるまで待機します。これは、テンプレートとして動作する仮想マシンを構成する般的な方法です。

ovmdがメッセージをovm-template-configスクリプトに渡すように手動で強制するには、単純に--scriptパラメータを指定してovmdを実行し、ovm-template-configターゲットの1つをポイントするようにします。


# ovmd --list
{"com.oracle.linux.datetime.ntp":"True"}
{"com.oracle.linux.datetime.ntp-servers":"0.pool.ntp.org,1.pool.ntp.org,2.pool.ntp.org"}
{"com.oracle.linux.root-password":"mysecret"}
# ovmd -s configure



注意

メッセージング・パラメータとovm-template-configを使用して操作を実行するには、認証モジュールが有効にされており、最後のメッセージにキー/値のペアの形式で認証要求が含まれている必要があります。


{"com.oracle.linux.root-password":"mysecret"}



このようにovmdを実行すると、ovmdは2つのパイプ(infdおよびoutfd)を準備し、次のコマンドを使用してバックグラウンドでovm-template-configスクリプトを透過的に呼び出します。


# ovm-template-config --input <infd> --output <outfd> configure


テスト時には、構成情報をコマンドラインでSTDINからスクリプトに直接渡す方法が役立つことがあります。これを行うには、--stdinパラメータを使用してスクリプトを直接呼び出します。


# ovm-template-config --stdin configure <<EOF
> {"com.oracle.linux.selinux.mode": "disabled"}
> {"com.oracle.linux.root-password": "ovsroot"}
> EOF


構成は、--console-inputを指定してスクリプトを実行することにより、コンソールから直接行うこともできます。この方法を行う場合、有効化されたすべてのモジュールに対して定義される必要のあるキーごとに値を入力します。


# ovm-template-config --console-input configure







3.6.5 Oracle VMテンプレート構成モジュールを開発する方法







提供されるモジュール・スクリプトは、Pythonで開発されています。理論的には、入力、出力および引数の処理が同じである場合にかぎり、モジュール・スクリプトを別の言語で開発できます。この項で提供されている例は、Pythonプログラミング言語を使用しています。

各モジュールは、次の2つの主要部品で構成されます。


	
スクリプト・ヘッダー。スクリプト名、ターゲット、優先順位、説明などの情報を含みます。


	
実際のスクリプト。パラメータの小さなセットを処理します。






機能するモジュール・スクリプトの例は、/etc/template.d/scriptsディレクトリの既存のモジュールを参照してください。

 モジュール・スクリプト・ヘッダー

モジュール・スクリプト・ヘッダーでは、ovm-chkconfigがスクリプト機能の有効化および無効化を処理するために、非常に特殊なコメント・ブロックを必要とします。スクリプト・ヘッダーの形式は、次のとおりです。


### BEGIN PLUGIN INFO
# name: [script name]
# [target]: [priority]
# [target]: [priority]
# description: a description that can
#   cross multiple lines.
### END PLUGIN INFO


独自のモジュール・スクリプトを開発する場合、正確に同じ形式に従うヘッダーを含める必要があります。ovm-chkconfigを呼び出すときに使用する独自のスクリプト名、スクリプトがサポートするターゲットおよびスクリプトの優先順位を提供します。優先順位は、スクリプトの実行順序を指定します。すべてのターゲットを実装する必要はありません。構成ターゲットがあり、クリーンアップ・ターゲットがない場合も、受け付けられます。構成ターゲットは、仮想マシンの初回起動時、または最初の起動が発生したときに呼び出されます。クリーンアップ・ターゲットは、仮想マシンでクリーンアップを手動で開始したとき、または仮想マシンをその元の状態に復元したい場合に発生します。ネットワーク・モジュールのスクリプト・ヘッダーの例を、次に示します。


### BEGIN PLUGIN INFO
# name: network
# configure: 50
# cleanup: 50
# description: Script to configure template network.
### END PLUGIN INFO


 モジュール・スクリプト本体

モジュール・スクリプト本体は、1つ以上のターゲット・パラメータを受け付けることが、その主要な要件となります。ovm-template-configureスクリプトにより表示されるターゲット・パラメータを次に示します。


	
configure


	
unconfigure


	
reconfigure


	
cleanup


	
suspend


	
resume


	
migrate


	
shutdown






スクリプトでは、必要な他の任意の引数も処理できます。実装に役立つオプション・パラメータが1つあります。それは-eまたは--enumerateです。ovm-template-configはこのパラメータを使用して、スクリプトによりサポートされるターゲットのパラメータを列挙またはリストします。

スクリプト本体で使用するための非常に基本的なテンプレートを、次に示します。


try:
    import json
except ImportError:
    import simplejson as json
from templateconfig.cli import main


def do_enumerate(target):
    param = []
    if target == 'configure':
        param += []
    elif target == 'cleanup':
        param += []
    return json.dumps(param)


def do_configure(param):
    param = json.loads(param)
    return json.dumps(param)


def do_cleanup(param):
    param = json.loads(param)
    return json.dumps(param)


if __name__ == '__main__':
    main(do_enumerate, {'configure': do_configure, 'cleanup': do_cleanup})


このスクリプトは構成ターゲットおよびクリーンアップ・ターゲットをサポートします。

スクリプト全体に独自のコードを記述できます。たとえば、do_enumerate関数の場合、スクリプト内で各ターゲット用にサポートされるパラメータを記述できます。ファイアウォール・モジュールの例を、次に示します。


def do_enumerate(target):
    param = []
    if target == 'configure':
        param += [{'key': 'com.oracle.linux.network.firewall',
                   'description': 'Whether to enable network firewall: True or False.',
                   'hidden': True}]
    return json.dumps(param)


各ターゲット関数は、スクリプトに渡されるJSONパラメータを、param = json.loads(param)文を使用して読み込むことから始めます。この場所では、スクリプトが受け取ることを期待するキーの値に基づいて操作を実行するコードを記述できます。ファイアウォール・モジュールからの例を、再び次に示します。


def do_configure(param):
    param = json.loads(param)
    firewall = param.get('com.oracle.linux.network.firewall')
    if firewall == 'True':
        shell_cmd('service iptables start')
        shell_cmd('service ip6tables start')
        shell_cmd('chkconfig --level 2345 iptables on')
        shell_cmd('chkconfig --level 2345 ip6tables on')
    elif firewall == 'False':
        shell_cmd('service iptables stop')
        shell_cmd('service ip6tables stop')
        shell_cmd('chkconfig --level 2345 iptables off')
        shell_cmd('chkconfig --level 2345 ip6tables off')
    return json.dumps(param)


 モジュール・スクリプトのパッケージ化

1つ以上の構成モジュール・スクリプトを記述したら、それらを他のシステムに展開できるRPMとしてパッケージ化することをお薦めします。テンプレート構成スクリプトをインストールおよび構成するには、特定のネーミング規則を使用して、それらをRPMにパッケージ化する必要があります。スクリプトをovm-template-config-[スクリプト名]としてパッケージ化します。理想的には、RPMのインストール後に、# /usr/sbin/ovm-chkconfig --add [スクリプト名]を実行して、スクリプトを自動的に追加することをお薦めします。スクリプトまたはRPMをアンインストールするときは、アンインストール時に# /usr/sbin/ovm-chkconfig --del [スクリプト名]を使用して削除します。これは、使用可能なRPM specファイルの次のサンプルに説明されています。


Name: ovm-template-config-example
Version: 3.0
Release: 1%{?dist}
Summary: Oracle VM template example configuration script.
Group: Applications/System
License: GPL
URL: http://www.oracle.com/virtualization
Source0: %{name}-%{version}.tar.gz
BuildRoot: %(mktemp -ud %{_tmppath}/%{name}-%{version}-%{release}-XXXXXX)
BuildArch: noarch
Requires: ovm-template-config

%description
Oracle VM template example configuration script.

%prep
%setup -q

%install
rm -rf $RPM_BUILD_ROOT
make install DESTDIR=$RPM_BUILD_ROOT

%clean
rm -rf $RPM_BUILD_ROOT

%post
if [ $1 = 1 ]; then
    /usr/sbin/ovm-chkconfig --add example
fi

%preun
if [ $1 = 0 ]; then
    /usr/sbin/ovm-chkconfig --del example
fi

%files
%defattr(-,root,root,-)
%{_sysconfdir}/template.d/scripts/example

%changelog
* Tue Mar 22 2011 John Smith  - 3.0-1
- Initial build.


独自のスクリプト名を参照するように、サンプルのspecファイルを必ず編集してください。

RPMを作成するためには、rpmbuildをインストールする必要があります。


# yum install rpm-build


次のサンプルMakefileは、ビルド・プロセスの自動化に役立ちます。


DESTDIR=
PACKAGE=ovm-template-config-example
VERSION=3.0

help:
@echo 'Commonly used make targets:'
@echo '  install    - install program'
@echo '  dist       - create a source tarball'
@echo '  rpm        - build RPM packages'
@echo '  clean      - remove files created by other targets'

dist: clean
mkdir $(PACKAGE)-$(VERSION)
tar -cSp --to-stdout --exclude .svn --exclude .hg --exclude .hgignore \
--exclude $(PACKAGE)-$(VERSION) * | tar -x -C $(PACKAGE)-$(VERSION)
tar -czSpf $(PACKAGE)-$(VERSION).tar.gz $(PACKAGE)-$(VERSION)
rm -rf $(PACKAGE)-$(VERSION)

install:
install -D example $(DESTDIR)/etc/template.d/scripts/example

rpm: dist
rpmbuild -ta $(PACKAGE)-$(VERSION).tar.gz

clean:
rm -fr $(PACKAGE)-$(VERSION)
find . -name '*.py[cdo]' -exec rm -f '{}' ';'
rm -f *.tar.gz

.PHONY: dist install rpm clean


独自のスクリプトを参照するように、このMakefileを必ず編集してください。

作業ディレクトリを作成して、スクリプト、specファイルおよびMakefileをそこにコピーします。次を実行します。


# make dist


これで、コードのsrc tarballが作成されます。続いて、次を実行します。


# make rpm


これにより、作業ディレクトリ内のRPMS/noarchディレクトリにRPMが生成されます。たとえば、RPMS/noarch/ovm-template-config-test-3.0-1.el6.noarch.rpmが生成されます。













第4章 その他のOracle VMツール








目次

	4.1 Oracle VM Administrator Tool
	
	4.1.1 Oracle VM Administrator Toolによるユーザー管理
	4.1.2 ログ・ローテーション・オプション



	4.2 Oracle VM Diagnostic Capture




この章では、Oracle VMユーティリティおよびOracle VM Guest Additionsパッケージには含まれない、Oracle VM用に使用できるその他のツールについて説明します。これらのツールは、通常、Oracle VM Managerにバンドルされており、特定の構成および診断のタスクをコマンドラインから直接かつ迅速に実行するための機能を提供します。











4.1 Oracle VM Administrator Tool








	4.1.1 Oracle VM Administrator Toolによるユーザー管理
	4.1.2 ログ・ローテーション・オプション




Oracle VM Administrator Toolは、コマンドラインからovm_adminコマンドを使用して起動でき、Oracle VM Manager固有の一般的な管理操作の実行に使用されます。これらの操作を行うことで、Oracle VM Managerにアクセスできるユーザーの管理、Oracle VM Managerのデータストアの再構成およびログ・ローテーションの制御が可能になります。Oracle VM Administrator Toolを使用して操作を実行するには、weblogicユーザーに対して構成されているパスワードを使用する必要があります。

Oracle VM Administrator Toolは、デフォルトのOracle VM Managerインストール・プロセスの一環としてインストールされます。Oracle VM Administrator Toolのフル・パスは、/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin/ovm_adminです。

次のリストは、コマンドラインについてのヘルプ・ページです。


Usage: ./ovm_admin [options]

Options:
--help: Shows this message
--createuser: Create new Oracle VM Manager admin user
--deleteuser: <admin> Delete Oracle VM Manager admin user
--listusers: List Oracle VM Manager users
--modifyuser: Modify Oracle VM Manager user password
--lockusers: <tries> Max login tries before locking account. This setting is global.
--unlockuser: <admin> Unlock user account
--modifyds <SID> <host> <port> [<type>] Modify Data Store 'OVMDS'. Options of <type>: 
              oracle, mysql
--listconfig: List configuration
--rotatelogsdaily: <time> Rotate Logs Daily (HH:MM)
--rotatelogsbysize: <size> Rotate Logs By Size (KB)



警告

Oracle Supportによって指示されていないかぎり、このコマンドで--modifydsオプションを使用しないでください。このオプションを使用すると、Oracle VM Managerデプロイメントが完全に使用できなくなる可能性があります。このオプションは、既存のOracle VM Managerデプロイメントを代替データベース・バックエンドに移行するために使用されます。データベース内でのデータ移行はサポートしません。







4.1.1 Oracle VM Administrator Toolによるユーザー管理








	4.1.1.1 新しいOracle VM Managerユーザーを作成する方法
	4.1.1.2 Oracle VM Managerユーザーを削除する方法
	4.1.1.3 Oracle VM Managerユーザーのパスワードを変更する方法
	4.1.1.4 Oracle VM Managerユーザーのリストを取得する方法
	4.1.1.5 ユーザー・アカウントをロックする方法
	4.1.1.6 ユーザー・アカウントをロック解除する方法




Oracle VM Administrator Toolを使用すると、様々なユーザー管理機能をコマンドラインから直接実行できます。デフォルトでは、Oracle VM Managerインストール・プロセスは単一のOracle VM Manager管理ユーザーのみを作成および構成します。多くのお客様にとってはこれで十分ですが、別の管理ユーザー・アカウントを作成することがセキュリティおよび監査の目的を達成するために役立つことがあります。





4.1.1.1 新しいOracle VM Managerユーザーを作成する方法







Oracle VM Managerアプリケーション用の新しいユーザーを作成するには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --createuser


ツールは、次の出力を返します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the username : [ovmuser]

Please enter the password for [ovmuser] (minimum 8 chars. with one numeric/special char.) :
Please re-enter the password :  



注意

パスワードは、Oracle VM Administrator Toolにより示されるパスワード要件を満たす必要があります。要件を満たしていない場合、ユーザーを作成する操作は最後の手順で失敗します。




Please enter the password for weblogic :     


この時点で、Weblogicシステム用のパスワードを入力する必要があります。Oracle VM Managerの簡易インストールを実行する場合、このパスワードは、デフォルトのOracle VM Manager管理ユーザーのパスワードと同じです。


Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Creating user '[ovmuser]' ...
Created user '[ovmuser]' successfully ...
Exiting...







4.1.1.2 Oracle VM Managerユーザーを削除する方法







Oracle VM Manager管理ユーザーを削除するには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --deleteuser [ovmuser]


Weblogicパスワードの入力が求められます。これはインストール時に設定された、Weblogicシステム用のパスワードです。Oracle VM Managerの簡易インストールを実行する場合、このパスワードは、デフォルトのOracle VM Manager管理ユーザーのパスワードと同じです。次に、典型的な出力例を示します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the password for weblogic :

Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Deleting user '[ovmuser]' ...
Deleted user '[ovmuser]' successfully ...
Exiting...



重要

Weblogic内に格納されているユーザーには、Oracle VM Manager環境が正常に機能するために欠かせないものがあります。次のアカウントのいずれも削除しないでください。


	
OracleSystemUser


	
weblogic






また、一般的に、デフォルトのadminユーザー・アカウントを維持することもお薦めします。こうすることで、Oracle VM Managerアプリケーションにアクセスできる管理アカウントが少なくとも1つは存在することになります。









4.1.1.3 Oracle VM Managerユーザーのパスワードを変更する方法







すべてのOracle VM Manager管理ユーザーのパスワードは、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行することにより変更できます。


# ./ovm_admin --modifyuser


ツールは、次の出力を返します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the username : [ovmuser]

Please enter the current password : 



注意

ユーザー・アカウントを変更するには、ユーザーの現在のパスワードを入力できる必要があります。

パスワードがわからなくなったアカウントをリセットする必要がある場合は、そのユーザー・アカウントを削除してから、新しいアカウントを作成します。




Please enter a new password for [ovmuser] (minimum 8 chars. with one numeric/special char.) : 
Please re-enter the password :



注意

パスワードは、Oracle VM Administrator Toolにより示されるパスワード要件を満たす必要があります。要件を満たしていない場合、ユーザーを作成する操作は最後の手順で失敗します。




Please enter the password for weblogic : 


この時点で、Weblogicシステム用のパスワードを入力する必要があります。Oracle VM Managerの簡易インストールを実行する場合、このパスワードは、デフォルトのOracle VM Manager管理ユーザーのパスワードと同じです。


Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Modifying user '[ovmuser]' ...
Modified user '[ovmuser]' successfully ...
Exiting...







4.1.1.4 Oracle VM Managerユーザーのリストを取得する方法







Oracle VM Managerアプリケーションにアクセスできるユーザーのリストを取得するには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --listusers


ツールにより、Weblogicパスワードの入力が求められます。ツールは、次のような出力を返します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the password for weblogic : 

Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Listing Oracle VM users ...
User : OracleSystemUser
User : weblogic
User : admin
User : [ovmuser]
Listed users successfully ...
Exiting...


Weblogic内に格納されており、このリストにあるユーザーには、Oracle VM Manager環境が正常に機能するために欠かせないものがあります。これらのユーザーは、次のとおりです。


	
OracleSystemUser


	
weblogic






通常、デフォルトのadminユーザー・アカウントもリストされます。[ovmuser]アカウントなどリストされているその他のすべてのユーザー・アカウントは、インストール後にシステムに追加されています。







4.1.1.5 ユーザー・アカウントをロックする方法







Oracle VM Managerへの承認されていないアクセスを防ぐためには、アカウント・ロック機能を使用します。この機能は、定義された回数を超えてログインが失敗するとトリガーされます。ロック機能を有効にするには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --lockusers [3]



注意

アカウント・ロック機能は、基本Weblogic構成により、デフォルトで有効になります。デフォルトの設定では、ログインの失敗は5回まで許され、これを超えて失敗するとアカウントはロックされます。ロックの期間は30分です。ロック期間を変更する唯一の方法は、基になるWeblogic構成を直接変更することです。Weblogicのロックアウト・パラメータを構成する方法の詳細は、次で提供されるWeblogicドキュメントを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E13222_01/wls/docs81/ConsoleHelp/security_realm_userlockout.html




重要

これはグローバル・パラメータで、すべてのユーザーに適用されます。単一の管理者アカウントを使用するOracle VM Managerのインスタンスでこのパラメータを設定すると、このアカウントは30分間ロックされ、その間、だれも管理者アカウントを使用できません。この状態から回復するには、アカウントをロック解除する必要があります。詳細は、4.1.1.6項「ユーザー・アカウントをロック解除する方法」を参照してください。



この設定を適用するには、Weblogicパスワードを入力する必要があります。次に、コマンドの典型的な出力例を示します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the password for weblogic : 

Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Setting Invalid Login attemps to '[3]' ...
Exiting...
Restart of Oracle VM Manager is required for Data Store change to take effect ...


設定を有効にするには、Oracle VM Managerを再起動する必要があることに注意してください。

アカウントは30分間のロック期間後、自動的にロック解除されます。







4.1.1.6 ユーザー・アカウントをロック解除する方法







アカウント・ロックを有効にしている場合(4.1.1.5項「ユーザー・アカウントをロックする方法」参照)、この機能向けに構成されている試行回数を超えて認証に失敗すると、Oracle VM Managerユーザー・アカウントは最大30分間、ロックされる可能性があります。ユーザーのアカウントがロックされているときには、ユーザー認証に対してユーザーが正しいユーザー名とパスワードの組合せを入力しても、次のエラーが表示されます。


Unexpected error during login (javax.security.auth.login.LoginException), 
please consult logs for details.


AdminServer.logを調査すれば、次のログが見付かります。


000000000183> >1358953290200< >BEA-090078< >User ovmuser in security realm myrealm 
has had 3 invalid login attempts, locking account for 30 minutes.<


アカウントに対する30分のロック時間は、Oracle VM Administrator Toolで次のコマンドを使用してオーバーライドできます。


# ./ovm_admin --unlockuser [ovmuser]


この操作を完了するには、Weblogicアカウントのパスワードを入力する必要があります。









4.1.2 ログ・ローテーション・オプション








	4.1.2.1 日ごとにログをローテーションする方法
	4.1.2.2 サイズによりログをローテーションする方法




Oracle VM Administrator Toolを使用すると、ログ・ファイルをローテーションする方法およびタイミングを制御できます。次の2つのオプションを利用できます。


	
--rotatelogsdaily: 毎日、定義された時刻にログがローテーションされます。


	
--rotatelogsbysize: ログのサイズが指定されたサイズに到達すると、ログがローテーションされます。






いずれの場合も、構成を更新するには、Weblogicパスワードを入力する必要があります。





4.1.2.1 日ごとにログをローテーションする方法







毎日、定義された時刻にログがローテーションされるようにするには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --rotatelogsdaily [00:30]


時刻は、HH:MMの形式で指定します。

次に、コマンドの典型的な出力例を示します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the password for weblogic : 

Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Configure log rotation setting to rotate daily at [00:30] ...
Modified log rotation setting successfully ...
Exiting...







4.1.2.2 サイズによりログをローテーションする方法







ログのサイズが指定されたサイズに到達すると、ログがローテーションされるようにするには、Oracle VM Administrator Toolを使用して次のコマンドを実行します。


# ./ovm_admin --rotatelogsbysize [1024]


サイズは、キロバイト単位で指定します。

次に、コマンドの典型的な出力例を示します。


Oracle VM Manager Release 3.3.1 Admin tool

Please enter the password for weblogic : 

Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Configure log rotation setting to rotate the logs based on size ([1024] KB) ...
Modified log rotation setting successfully ...
Exiting...















4.2 Oracle VM Diagnostic Capture







診断が必要な場合、Oracle Support Servicesは、Oracle VM環境から自動的に重要なトラブルシューティング情報を収集するVMPInfo3というスクリプトを使用します。このスクリプトは、Oracle VM Managerのインストール時にインストールされ、Oracle VM Managerシステムの/u01/app/oracle/ovm-manager-3/ovm_shell/tools/vmpinfo/vmpinfo3.shに配置されます。

スクリプトは、通常、少なくとも次の2つのパラメータを使用して実行されます。


./vmpinfo3.sh --username=[admin] --password=[passwd]


スクリプトは、tarballを/tmpディレクトリに作成します。スクリプトの実行が終了すると、作成されたtarballのファイル名が通知され、このファイルをOracle Supportに送信するように依頼するメッセージが表示されます。出力例を次に示します。


=======================================================================================
 Please send /tmp/vmpinfo3-3.x.y.z-20130123-163252.tar.gz to Oracle OVM support
=======================================================================================


スクリプト、その目的、および使用方法の詳細は、Doc ID 1521931.1のサポート・ノートを参照してください。また、このドキュメントは、My Oracle Supportにログオンして、ナレッジ・ベースで「vmpinfo3」を検索しても見つけることができます。
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This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.

[image: Oracle Logo]

OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

VMaA—54 V754 -
HA4AFK JUY—2X3





OEBPS/images/OracleLogo.gif





OEBPS/dcommon/oracle.gif





OEBPS/images/guestadd_ipdisplay.png
00:21:76:88:00:09

130.35.70.31, fe80:221:767fe88:9

|






